























































Report of the on-site training to “help with a disabled person going out”























































 表１ 「体験学習」の概要の比較 








対 象 ２年生 61 名 ４・５名のグループでの学習 ２年生 58 名 ２・３名のグループでの学習
体験学習実
施日時 
平成 23 年７月１日（金）１限～４限 
平成 24 年 
A クラス 10月 2日（火） ３限～５限 
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  表２ 授業展開の比較 



























































































  表２ 授業展開の比較 

















































































































































































































































































































他者の視線を受ける (1) 他者の視線があったので、 車いす利用者としてなりきることができた
なりきれなかった部分 具体的な内容
環境的に無理な状態 （9) 健康体ではなかなか麻痺状態になりきることが難しい
言語障害の意識不足 (5） 言語障害を意識することは難しく、 普通に会話をしてしまった
表５	
　　【質問】　　Ｓさんの心身の状況を理解して利用者役になりきることができましたか	
１． 利用者役になりきることができたのは、 どのような部分ですか、 具体的に書いてください	















































































































































































































































































習の試み」松本短期大学研究紀要第 21 号，45 － 58
ており、車いすのまま乗車できる型のバスを配備し
ていただいても、運転手の経験や、停留所の環境、
車内の構造などから、現在、この地域で「体験学習」
のためにバスを利用するのは周囲に対する迷惑が大
きすぎる。一般のタクシーや福祉タクシーは、障害
者が個人で利用するには利点が多いが、費用の面で
問題がある。以上のことから、交通機関の利用は、
学生の学習の材料としては大変有効であるが、課題
も多く、今後検討していかなければならない。
　関連科目の連携については、学科内の教員全員が
「体験学習」に関わっているため、お互いの担当科
目の中で関連づけて授業を進めることができる。特
に同時期に開講される科目や、２年生の前期のもの
については関連づけがしやすく、学生の学びにおい
ても効果が確認された。「科目間連携」については、
現在学科を上げて取り組んでいる課題でもあるの
で、今後さらに研究を重ねて、学生の効果的な学び
につなげていきたい。
　外出支援の対象となる利用者像については、今年
度の「Ｓさんの事例」はとても学習しやすいものだっ
た。Ｓさんは 58 歳で、右片麻痺があり、老人保健
施設にて在宅復帰に向けてリハビリに励んでいる。
自宅で主婦としての生活を取り戻したいという明確
な目標があるので、外出の目的も考えやすい。また、
１年次の「介護過程展開論Ⅰ」で、初めてアセスメ
ントに奮闘し、ケアプランにまでつなげた印象的な
事例であったので、学生には親しみやすく、イメー
ジしやすいものだった。どのグループもＳさんの前
向きな思いに沿った形で計画を立案し、自分たちが
実際にＳさんや介護者として学外へ出かけなければ
ならないことから、準備も主体的に行うことができ
た。また、実際の「体験学習」においても、ある程
度事例に沿って行動できたので、障害のある方や、
介護する人の視点で地域を見て学ぶことができた。
　学生の学びについては、今回はアンケート形式で
調査をしたので、昨年に比べてさらに踏み込んで明
らかにすることができた。介護を学ぶ学生にとって
は、車いすは授業や実習の中で、見慣れた身近な道
具の一つである。利用者役の学生の中には、当初、
車いすでの移動は歩くよりも楽なのではないかと考
える者もいた。しかし、実際にその立場になって、
４・５時間車いすに座ったまま方々を移動すること
が、利用者の心身に大きな負担を与えることを身を
もって実感した。また、障害者として地域に出てみ
ると、ハード面では、生活のしやすさを考え、配慮
され整いつつある部分とそうではない部分を知り、
ソフト面では周囲の人の理解に対して、心温まる体
験もあったが、辛い思いもした。今後、自分たちが
介護福祉士として活動していくときに、利用者に対
46 「障害者の外出支援」をテーマとした体験学習の報告
